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１．はじめに 
本調査地域に分布している中央構造線活断層系荒川断層は，最近の研究 6),7),9)によりそれまで高

角度（断層面の傾斜角が 45°以上）と記載されてきた断層 1)が，地表付近では低角度であること

が判明しつつある． 
荒川断層が低角度であることが明瞭に観察できる露頭として，中上の採土場（以下，中上露頭）

がある．この中上露頭では，鮮新統から更新統の未固結堆積物である土柱層の上位に和泉層群破

砕帯が衝上し，その和泉層群破砕帯を不整合で土柱層が覆っているのが記載されている．そして

地表踏査からはさらに上位の土柱層に衝上する和泉層群が推定されていた 6),7),9)． 
最近，採土のための掘削工事がさらに進み，上述の最上位の和泉層群の存在が確認され，その

和泉層群は低角度の断層破砕帯を伴って土柱層に衝上していることが明らかになった． 
本論では，現在の掘削露頭に現れた断層構造および土柱層の変形構造について報告し，いまは

掘削によって失われてしまった記載情報を総合して中上衝上の全体構造を復元し，その発達史に

ついても考察を行う．  
 
２．調査地の概要 
徳島県北部の吉野川低地の北縁に沿って，ENE-WSW 方向に中央構造線活断層系が存在してお

り，その北側には標高 600～1,000m の讃岐山脈がそびえている．讃岐山脈は中生代白亜紀の海成

層である和泉層群から構成されている． 
調査地は，讃岐山脈南麓を南流する高瀬谷川が吉野川低地に流入する地点で，高瀬谷川の左岸

側にあたる． 
調査地域における主要な断層として，鮮新統から更新統の未固結堆積物である土柱層の上盤に

和泉層群が接する荒川断層と，その北側の和泉層群分布域に地形判読により想定されている三野

断層 3)がある．図-1 にこれまでの研究で示された調査地周辺の断層トレース図を示す．既往の研

究と筆者らの研究成果との違いをまとめると，以下の通りである． 
図上最も北に位置する中田ほか(1999) 3)で示された三野断層は，そのトレース上で断層露頭が確

認されていない．しかし，その南側山域の数箇所において断層露頭が確認され，断層変位地形と

解釈できる地形の分布も合わせて断層トレースが想定された 6)．土柱層との境界断層である荒川

断層は，水野ほか(1993) 2)によって高角度の断層であるとされていたが，中上露頭および和泉層群

と土柱層の分布境界の追跡により，概ね低角度で分布していることが判明した 6)．さらに今回，

中上露頭において，さらに上位に低角度断層が分布しているのが確実になった． 
以下の調査では，荒川断層（あるいは荒川低角度断層）を，上位に位置する断層を上位低角度

断層，下位に位置する断層を下位低角度断層と呼び，図-1 に示すように，南側の中上露頭と，尾

根を挟んで反対側の中上北露頭に分けて記述する． 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．中上露頭の記載 

この露頭では，下位低角度断層の下盤土柱層から上位低角度断層まで観察することができる． 

(1) 下位低角度断層の特徴 

 下位低角度断層の走向/傾斜は，図-2 の地点Ａでは概ねＮ50°Ｗ/25～35°Ｎ，図-2 の地点Ｂで

は,Ｎ70°Ｅ/33°Ｎである．土取りがまだこれほど東に進んでいない時期の観察によると 6),7)，地

点Ｂよりも先端に近い部分では，断層面の走向/傾斜は，ＥＷ～Ｎ70°Ｅ/10～20°Ｎである．全

体としてみると，下位低角度断層は断層の先端（つまり地表面）に向かってより緩傾斜になって

いることが分かる．さらに，断層の最先端では，傾斜が 10°Ｎ程度から 70°Ｎへと急激に切りあ

がっていた 6),7),9)．また，断層面に刻まれた条線の方向は地点ＡでＮ～ＮＷ40°，落とし角 15～30°，

より先端部で高角度となり，測定

された各地点で右横ずれ成分をも

っていることが明らかになった． 

(2) 下位低角度断層の下盤土柱層

の特徴 

断層面と接する下盤土柱層は礫

混じりシルト層からなり，変質に

よるとみられる淡青灰を呈してい

る（図-3）．このシルト層中には境

界付近に断層面と調和的構造をも

つ層面断層が認められる． 

 下盤土柱層について，今回，地 

元の建設会社の協力を得て，下位 

図－2 中上露頭全景（北東向きに撮影） 

             （ ：境界断層露頭位置） 

下位低角度断層 

新しく確認された上位低角度断層 

下盤土柱層 

徳島 池田 

和泉層群破砕帯 

上盤土柱層 

和泉層群

不整合面

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｅ Ｄ 

黒

谷

川

土 取 場

土 取 場

321.5

200.3

220

234.8

26
0

2
6
0

240220

2
3
0

293.0

20
0

16
0

251.7

359.2

28
0

230

153.8

200

210

330

250

215.5

167.6

192.1

345.5

202.1

253.3

250

296.5

2
1
0

27
0

211.2

271.9

274.9

2
4
0

340

266.0

20
0

236.3

30
0

199.4

36
0

290

155.8

185.0

210

150

330

187.0

233.3

170

314

164.1

220

211.2

216.2

266.1

190

310

245.7

154.9

1
6
0

307.5

25
0

205.5

252.8

264.7

2
0
0

261.3

177.0

166.8

250

（土）

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

徳 島 自 動 車 道

城

橋

黒

谷

川

採 土 場

230

1
6
0

200

150

1
7
0

18
0

180

220

210

24
0

1
7
0

170

190

2
3
0

220

200

200

180

2
5
0

230

17
0

160

21
0

20
0

190

2
3
0

22
0

1
7
0

170

1
8
0

22
0

1
9
0

1
6
0

17
0

150

15
0

150

1
4
0

1
6
0

17
0

160

130

150

140

150

130

200

1
9
0

21
0

180

Ｗ

Ｒ

Ｒ

A測
線

B測
線

C測
線

A測
線

0   100   200  300(m) 

A 測線 

：確認された断層露頭位置

中上露頭

中上北露頭

中野ほか(2001)による荒川断層

水野ほか(1993)による荒川断層

中野ほか(2001)による断層

中田ほか(1999)による三野断層 

Ａ’ 

Ａ 

40

30

55

30 

15 

6 

30 

図－1 調査地域における断層位置図 



低角度断層から水平方向 15～20ｍに渡り法面の整形を行った結果，新たな断層とそれに伴う土柱

層の変形構造が認められた（図-3）．下位低角度断層直下には，厚さ約 1～2ｍの礫混じりシルト

層（基質も礫も淡青灰色に変質,亜角礫の礫径は数 cm 程度）が断層面に沿って分布していて，シ

ルト層の中には，下位低角度断層から 10～20cm 程度入ったところに，断層面と平行に伸長したレ

ンズ状を呈する和泉層群破砕帯取り込まれている．このシルト層の下位には，層厚約 8ｍの概ね

褐色を呈する砂礫層が分布している．両者の境界は波打っているが断層面と平行である．砂礫層

を構成する礫は径数 cm 程度から 15cm 程度までの砂岩の亜円礫を主体とし，淘汰が悪いが，岩相

境界に平行な堆積構造が観察される．この砂礫層の下位の約 1～1.5ｍ間は厚さ数 10cm のシルト

層と砂礫層が交互に堆積している．シルト層の層理面の走向/傾斜は，概ねＮ55°Ｅ/35°Ｎであ

る．  

（3）下盤土柱層中の断層 

上記シルト層の下位に厚さ数 10cm の砂礫層が分布し，その下位に下盤土柱層中の断層が認めら

れる．断層面の走向／傾斜は概ねＮ62°Ｅ/27°Ｎで，断層面に沿って厚さ数 cm の断層粘土が認

められる．この断層の下盤の砂礫層および変質シルト層は断層面に沿って引きずられる形で上方

へせり上がり，ドラッグ褶曲を形成している．ドラッグ褶曲を形成している砂礫層は礫の配列に

乱れが認められる．断層下盤のドラッグ褶曲を形成していないシルト層と砂礫層の土層境界面（層

理面）の走向/傾斜は，概ねＮ60°Ｅ/15°Ｎであり，断層上盤の層理面の傾斜よりも緩い．ドラ

ッグ褶曲の形態から，この断層も下位低角度断層と同様の運動をした逆断層であると判断できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 下位低角度断層の上盤和泉層群 

上盤和泉層群は，砂岩優勢の砂岩泥岩互層から構成されており，著しく破砕され，全体が断層

破砕帯といっても良い状態である．砂岩層には多くの亀裂が発達し，特に泥岩層との境界付近は

角礫化している．破砕は泥岩層で著しく，角礫化さらには粘土化している．両者の境界では，砂

岩層はレンズ状にブロック化し，その周りを破砕・粘土化した泥岩起源の物質が取り巻き，さら

には砂岩岩片を取り込んでいる． 

下位低角度断層付近は，断層運動による粘土化や角礫化が顕著である．その層理面の構造は，

断層面から数ｍの範囲では，断層面の構造と調和的であり，走向がＮＷ方向で北に概ね 30°で傾

斜している．一方，和泉層群破砕帯の至る所に土柱層堆積以前に変形した破砕構造とみられる断

層が認められる．その構造については，さらに調査が必要である．なお，図-2 の地点Ｂの上方で

認められる和泉層群破砕帯で認められるの層理面の構造は，概ねＮ70°Ｅ/80°Ｎであった． 

 和泉層群破砕帯は，上盤土柱層に不整合で覆われており，この土柱層の基底部には特徴的に厚

図－3 下位低角度断層の下盤土柱層に変形構造が認められる法面整形露頭 

                         (図-2 の地点Ａ付近) 
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さ数ｍの三波川結晶片岩からなる長径 30cm 程度の円礫を多数含む砂礫層が分布している．この不

整合面の標高は，地点Ｄで約 198ｍに対し，地点Ｅでは約 192ｍである（測量による）．これまで

の所，その間には不整合面を切る明瞭な断層は認められていないことから，不整合面は北方へ（地

点Ｄから地点Ｅへ）緩く傾斜しているとみられる．また，三波川結晶片岩からなる砂礫層の上位

には砂岩および泥岩の亜円礫からなる砂礫層（扇状地性堆積物）が分布している．そして，さら

に図-2 の地点Ｃ（標高約 223ｍ）において，上盤土柱層とその上位に分布する和泉層群との境界

が確認できる（上位低角度断層）．地点Ｃにおける断層露頭は風化が著しく，中上北露頭で明瞭な

上位低角度断層が観察できるため，この地点における露頭記載は割愛する． 

 

４．中上北露頭の記載 

この露頭は 2009 年 1～3 月頃

に土取りされたようで，これま

で報告がなく，上方に上位低角

度断層が確認できる． 

 露頭下部には，和泉層群破砕

帯が分布している．破砕帯に認

められる層理面の構造は，左方

（北東側）では，概ねＮ30～70°

Ｗ/45～70°Ｎを示し，右方（南

西側）ではＮ45～55°Ｅ/80°Ｎ

を示す．そして，右方の破砕帯 

上部の不整合面直下では，Ｎ30

～45°Ｅ/30°Ｓと低角度の構造

が認められ，全体的に変形が著しい．破砕帯上位の上盤土柱

層との不整合面を切る断層が認められないことから，これら

の構造は，土柱層堆積以前に変形したものであろう． 

 和泉層群と上盤土柱層との不整合面は，この露頭において，

右方（南西側）に緩く傾斜している．この中上北露頭の不整

合面の標高は概ね 185ｍであり，中上露頭の不整合面の標高

192～198ｍより低いことから，不整合面は北に緩く傾斜して

いる．そして，この上盤土柱層は，厚さ数 10cm 程度のシルト

層が数層認められるものの，そのほとんどが砂岩および泥岩

の亜円礫から構成される扇状地性堆積物であり，中上露頭の

上盤土柱層基底部で認められたような，三波川結晶片岩の礫

を含む砂礫層は認められない． 

 上盤土柱層の上部に，厚さ 0～数ｍの角礫主体（φ10～50mm

の砂岩礫）の礫層が特徴的に分布し，その上位に和泉層群の

断層破砕帯が認められる．この断層破砕帯には，苦鉄質片岩

（塩基性片岩）・泥質片岩および砂質片岩の岩塊が含まれてい

る．これらの岩塊は，地下深部で中央構造線を境に和泉層群

と接する三波川結晶片岩が，和泉層群側が隆起する断層運動

図－5 中上露頭 Loc.2 全景（南南東向きに撮影）
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に伴い地表付近にもたらされたものである．破砕帯内部の構造は，ＥＷ走向で北に緩く傾斜して

いる．上位低角度断層面の構造は，この露頭では，走向が概ねＮ60°Ｗで南に 10°以下で緩く傾

斜しているが，図-1 に示すＡ測線の尾根付近で認められる 3箇所の断層露頭の位置から算出すれ

ばＮ8°Ｅ/6°Ｎである（測量実施）．また，断層面で確認される条線の方向は，概ねＮＷ方向で，

落とし角は 5～10°程度である．断層下盤の角礫層には，この破砕帯の岩片が一部取り込まれて

いるのが確認できる．破砕帯の厚さは，露頭左方(北東側)で数ｍ，右方(南西側)では，地表面に

近いところで下盤の角礫層と共に消滅している．そして，この断層破砕帯の上位には，結晶片岩

を含む破砕帯と比較して破砕の程度が弱く，層理面の構造を残すが，数 cm 間隔に開口性の亀裂が

細かく発達する褐色を呈する和泉層群が分布している．その境界は西方へ緩く傾斜し，その性状

や色調が異なり明瞭でありレンズ状を呈する砂岩層が若干めり込んでいるのが認められる．この

和泉層群の層理面の構造はＮ60～80°Ｗ/25°Ｎであり，中上北露頭のさらに北方に分布している

和泉層群の構造と概ね調和的である。 

 

５．断層の形成モデル 
（1）地質断面図 

 図-1 に示すＡ測線(実測)における地質断面図を図-6 に示す．これによれば，下盤土柱層と接す

る下位低角度断層は30°で北へ傾斜しており，上位低角度断層は、見掛け南に緩く傾斜している。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（2）低角度断層発達モデル 

山地－平地境界に沿った活断層の低角度化については，筆者のひとり，横山による大阪平野周

辺部を対象とした研究 4), 5), 8)がある．これによれば，基盤岩と大阪層群（土柱層相当層とされて

いる）との境界に沿って逆断層が成長していくとき，変形は強度の小さい大阪層群側に集中する

ため，大阪層群は断層面の引きずりによって形成されるドラッグ褶曲を伴いながら短縮する．一

方で，山地側の基盤岩はゆるみ，重力の作用でクリープ化して斜面下方に移動するため，断層面

は地表に向かって次第に低角度化すると考えている． 
図-7 に中上露頭周辺における中央構造線活断層の運動に伴う讃岐山地の隆起および低角度断層

の発達モデルを示す． 

GH=145.0m

0 50(m)0 50(m)

      図－6 Ａ測線における地質断面図 （図-1 の A 測線実測断面より：方位角 N15～30°E）
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     図－7 低角度断層の発達モデル図 （中上露頭周辺） 
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和泉層群と三波川変成岩類との境界断層である中央構造線の断層 

運動に伴い和泉層群が隆起する．土柱層内に和泉層群が押し上が 

り，同時に土柱層は変形しはじめ，断層面の低角度化が始まる． 

隆起する和泉層群に土柱層が押される．その結果，土柱層が短縮し 

引きずり褶曲(ドラッグ褶曲)が形成され，断層面が低角度化する 

（下位低角度断層の形成）． 

ステージ① ステージ② 

ステージ③ 

下位低角度断層の北側の和泉層群において，断層運動に伴い高角度 

で和泉層群が隆起する．そして再び土柱層内に和泉層群が押し上が 

り，同時に土柱層は変形しはじめ，上位断層面の低角度化が始まる． 

ステージ④ 

ステージ⑤（現在）

北側の隆起する和泉層群に土柱層が押され，ステージ②と同様に， 

断層面が低角度化する（上位低角度断層の形成）． 

下位低角度断層は地表に出現し，斜面上に厚い崩積土層を形成する． 

上位低角度断層面はさらに南側に押し出される．北側の高角度断層が地表に 

向かって延び，この断層に沿って河川浸食が進行する．このため，上位低角 

度断層の一部は縁切りされ，見掛け上，尾根上に取り残された形態をとる． 

三波川変成岩類 

和泉層群 

土柱層 北 南 




